
（1） 2024 年 12 月 1 日発行 12月号  No.228健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。

お元気ですか
発　行　者

奄美医療生活協同組合
鹿児島県奄美市名瀬長浜町8-7

電話0997-52-0585
FAX 0997-52-8881

奄美医療生協NEWS

２面
・インフルエンザ
　ワクチン接種の
　ご案内
３面
・徳之島どんどん祭り
　パレード参加
・南大島区
　老健モルック班
　活動
４面
・介護ウェーブ学
　習会（中央奄美）
・創立 70周年
　理事長杯囲碁大会
　報告
５面
・北大島区
　「生協まつり」
　のご案内
・理事会だより
６面
・平和写真コンテ
　ストエントリー
　作品紹介
・ゆいちゃんがいく

奄美医療生協の仲間と出資（2024 年 9 月末現在）　　●組合員数 22,989 人　　●出資金 375,656,605 円　　●班数 151 班

◆
仲
間
増
や
し
・
出
資
金
ふ
や
し

　

月
間
出
発
集
会
等
を
開
催
し
取
り
組

み
を
進
め
ま
し
た
。
10
月
22
日
現
在
到

達
は
、
仲
間
増
や
し
で
95
件
（
月
間
目

標
14.8
％
）
の
加
入
に
つ
な
げ
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
仲
間
ふ
や
し
は
、
地
域
で

の
奄
美
医
療
生
協
の
評
価
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
で
す
。
私
た
ち
の
事
業
活
動
や
組

合
員
活
動
が
住
民
に
よ
く
知
ら
れ
頼
り

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
組
合
員
ふ
や
し

に
繋
が
り
ま
す
。

　

誰
も
が
健
康
で
居
心
地
よ
く
く
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
た
め

に
も
奄
美
医
療
生
協
が
地
域
で
一
定
の

影
響
力
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

出
資
金
増
や
し
は
、
10
月
22
日
現
在

到
達
で

8205
千
円
（
月
間
目
標
50.5
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
班
づ
く
り
・
班
会
開
催

　

10
月
22
日
到
達
（
報
告
の
あ
っ
た
も

の
）
で
班
会
が
43
回
開
催
、
新
班
が
1

班
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
班
づ
く
り
・
班

会
開
催
は
年
間
を
通
し
て
取
り
組
む
課

題
で
、
9
月
末
実
績
で
班
結
成
15
班
、

班
会
714
回
と
計
画
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

班
を
基
礎
に
支
部
活
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
班
は
、
組
合
員
が
集
い
、
学

び
、
一
緒
に
要
求
を
実
現
す
る
場
で

す
。
健
康
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
、
社

会
保
障
や
平
和
の
活
動
を
通
じ
て
医
療

生
協
に
対
す
る
共
感
の
輪
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。

◆
医
療
生
協
に
参
加
す
る
人
や
か
か
わ

　

る
人
を
ふ
や
す

　

今
年
も
、
月
間
中
に
開
催
が
計
画
さ

れ
て
い
る
大
き
な
企
画
に
、
生
協
ま
つ

り
・
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

組
合
員
で
な
い
方
に
、
医
療
生
協
を

知
っ
て
も
ら
い
、
か
か
わ
る
人
に
つ
な

げ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
広
く
呼
び
か
け

ま
し
ょ
う
。

※
開
催
日
は
ご
案
内
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

◆
職
員
や
組
合
員
が
共
に
学
び
成
長

介
護
保
険
学
習
会
を
班
で
開
催
し
ま
し

た
。
4
面
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　

奄
美
中
央
病
院
堀

部
医
師
を
講
師
に

「
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
」
の

学
習
会
が
九
州
・
沖

縄
の
民
医
連
事
業
所

を
対
象
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
9
月
29
日
、
元
理
事
で
、
四

谷
支
部
支
部
長
で
も
あ
っ
た
森

サ
エ
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。

　
サ
エ
さ
ん
は
、
80
才
台
ま
で

元
気
に
支
部
活
動
を
牽
引
さ

れ
、
い
つ
も
地
域
の
人
々
が
健

康
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
、
ま
ち
づ
く
り
の
こ
と
ば
か

り
考
え
て
い
る
方
で
し
た
。

　
サ
エ
さ
ん
の
住
ん
で
い
た
春

日
地
域
は
、
近
く
に
歩
い
て
い

け
る
お
店
が
な
く
、
バ
ス
は
生

活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し

て
、
奄
美
市
へ
の
高
齢
者
バ
ス

助
成
金
運
動
に
先
頭
に
立
っ
て

取
り
組
み
、
応
援
券
の
発
行
に

結
び
つ
け
て
い
ま
す
。
料
理
も

上
手
で
班
会
で
は
、
手
作
り
の

惣
菜
等
振
る
舞
い
、
喜
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
数
年
前
、
夏
に
自

宅
を
尋
ね
た
と
き
、
炎
天
下
の

中
、
近
く
の
公
園
の
草
む
し
り

を
し
て
お
り
「
ハ
ブ
が
出
る
と

子
ど
も
た
ち
が
危
な
い
か
ら
」

と
わ
ら
っ
て
返
事
を
く
れ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
や

さ
し
い
ア
ン
マ
と
し
て
慕
わ
れ

て
い
た
サ
エ
さ
ん
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

機
関
紙
編
集
委
員
会

よ
ー
り

　 

よ
～
り

サエさんが好き
だったツワブキ

２
０
２
４
年
度 

秋
の
生
協
強
化
月
間 

前
半
の
取
り
組
み

各
区
で
多
彩
な
取
り
組
み 

集
ま
ろ
う
！
話
そ
う
！
つ
な
が
ろ
う
！

月
間
を
あ
し
こ
し
の
強
い
事
業
活
動
に
つ
な
げ
よ
う

月
間
ス
タ
ー
ト
集
会

上
　
四
谷
支
部
　
　
下
　
笠
利
支
部

多彩な取り組みとして支
部合同で結成されたたま
り場班、生協会館を利用
し 絵 手 紙 教 室、 う た ご
え、バザー等が取り組ま
れています。
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★班会レポートを募集しております（取材の依頼も受け付けております）。詳しくは奄美医療生協・本部まで ☎ 52-0585

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

※65歳以上の方は市町村により料金が異なります。※受付にてお尋ね下さい。

　　13歳以上（高校生まで保護者同伴）
一
　
般
　
用 ※電話でのご予約は、下記の時間帯のみの受付となります。

　　平日(月～金）　　　　（午前）　　　8：30～12：00

　　　　　　 　　　　　　（午後）　　 14：00～17：00

　　（土）　 　　　　　　（午前）　　　8：30～12：00

0997-52-6565

受　　付 　　2024年10月15日～受付開始　完全予約制

接 種 開 始

　　2024年10月15日（水）～2025年1月17日（金）

対　象　者

予約期間

接種予約可能時間

午前（月～土）9：30～12：00
接
種
日
時 ※土曜午後及び日祝日は接種できません。※外来状況により、お待ちいただく場合があります。

診療科

内科

午後（月～金）16：00～18：30

接
種
料
金

予約開始 2024年10月15日（火）～　完全予約制

年齢

一般（13歳以上）

組合員（税込）

２，３００円

非組合員（税込）

３，７００円

　接種条件

インフルエンザ単独
インフルエンザ+定期予防接種

接種開始 2024年10月30日（水）～　　無くなり次第終了

※接種当日は来院順での診察・接種となります。状況によってお待ちいただく場合があります。

※接種当日は母子手帳を必ずご持参ください。

インターネット予約のみ

対象年齢

3～12歳
（13歳前日まで）

　接種条件水曜日

インフルエンザ単独
兄弟姉妹は3歳以上

　
受付時間　　　15：30～17：30
診察時間　　　16：00～18：00

小児（13歳未満）1回目

小児（13歳未満）2回目

　
受付時間　　　14：00～16：30
診察時間　　　14：00～17：00

組合員（税込）

事前予約
月～土9:00～12:00
小児科へお電話下さい。

金曜日 対象年齢 　接種条件
　
受付時間　　　14：00～15：30
診察時間　　　14：00～16：00

事前予約
月～土9:00～12:00
小児科へお電話下さい。

電話予約のみ 生後6か月～12歳
（13歳前日まで）

木曜日

電話予約のみ

対象年齢

生後6か月～12歳
（13歳前日まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※電話予約の際は、お手元に母子手帳をご準備下さい。

　　2024年10月28日（月）～2025年1月31日（金）
　　※但し、ワクチンが無くなり次第終了となります。

☎　0997-52-6565

小
児
科

非組合員（税込） 診療科

２，０５０円 ３，７００円 小児科

２，０５０円 ３，７００円 小児科

インフルエンザ単独
インフルエンザ+定期予防接種

接　種
料　金

対象

インターネット予約
右のＱＲコードまたは下記のURLから予約を行って下さい。

URL：http：//select-type.com/rsu/？id=7IB1JｚHrhDc＆c_ｉｄ=196876

電話予約

事前予約 ＱＲコード

から予約できます

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ●

● ●

３，０５０円（2回目）

接
種
料
金

65歳以上

２，３００円

非組合員（税込）

３，７００円

１，０００円　※瀬戸内町役場から郵送された問診票を持参

月～土　9：00～12：00まで　　　　　　　予約はいりません

水・金曜日は夕診でも接種（受付16：30～18：00）

2024年10月21日（月）～
※但し、ワクチンが無くなり次第終了となります。

受　　付

接
種
日
時

※土曜午後及び日祝日は接種できません。※外来状況により、お待ちいただく場合があります。

午後（水・金）17：00～18：00

接 種 開 始

対　象　者

3歳～13歳未満 ２，０５０円（1回目）

組合員・家族組合員（税込）

3歳以上から

午前（月～土）9：30～12：00

年齢

一般（13歳以上）

２，０５０円（2回目） ３，７００円（1回目）

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ● ●

問合せ 問合せ 問合せ

65歳以上の方（接種期間中65歳になった時点から）　町からの予診票提出

13歳以上18歳未満　町からの予診票提出

60～65歳未満で身障手帳1級をお持ちの方（詳細はお問い合わせください）

生活保護65歳以上の方 徳之島町：生協組合員（負担なし）　組合員以外（５５０円）

天城町・伊仙町は生協組合員（550円）　組合員以外（1,050円）

受　　付 月～土　8：00～12：00まで　　　　　　  　予約が必要です

火・木・金曜日はご確認下さい（受付18：00まで）　　　〃

２，１５０円 ３，５５０円

13～18歳未満
助成があります町か
らの予診票を提出

接 種 開 始
2024年10月15日（火）～2025年1月31日まで
※但し、ワクチンが無くなり次第終了となります。

対　象　者 3歳以上から

接
種
日
時

午前（月～土）9：30～12：00

午後（火・木・金）17：00～

※土曜午後及び日祝日は接種できません。※外来状況により、お待ちいただく場合があります。

助成について

１，０５０円

65歳以上
助成があります町か
らの予診票を提出

５５０円 １，０５０円

４５０円

接
種
料
金

年齢 組合員・家族組合員（税込） 非組合員（税込）

3歳～13歳未満 ２，０５０円（1回目） ３００円（2回目） ３，５５０（1回目） １，３００（2回目）

一般（13歳以上）

インフルエンザワクチン接種のご案内
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介護疲れの際はご利用ください。　要支援１～要介護５の短期お預かりができます。    老健せとうち     ☎ 0997-73-1155

　

10
月
26
日（
土
）
第
41
回
徳
之
島
町

ど
ん
ど
ん
祭
り
の
パ
レ
ー
ド
へ
、
徳
之

島
診
療
所
と
在
宅
事
業
所
の
職
員
、
子

ど
も
2
名
を
含
む
総
勢
20
名
で
参
加
し

ま
し
た
。
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
祭

り
全
体
で
は
22
団
体
940
名
参
加
の
大
パ

レ
ー
ド
で
し
た
。

　

亀
津
中
心
街
の
大
通
り
を
踊
り
歩
い

て
行
く
、
ど
ん
ど
ん
祭
り
パ
レ
ー
ド
で

鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
の
ハ
ッ
ピ
が
映

え
、
徳
之
島
以
南
区
の
元
気
な
職
員
の

姿
を
見
せ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
で
は
、
先
頭
の
大
江
さ
ん

が
11
月
24
日（
日
）
開
催
予
定
の
、
奄

美
医
療
生
協
徳
之
島
以
南
区
「
生
協
ま

つ
り
」
の
宣
伝
も
兼
ね
、
ポ
ス
タ
ー
を

胸
に
か
け
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
医
療

生
協
の
「
生
協
ま
つ
り
」
は
、
北
大
島

区
（
奄
美
市
）、
南
大
島
区
（
瀬
戸
内

町
）、
徳
之
島
以
南
区
（
徳
之
島
町
）

で
開
催
さ
れ
る
、
組
合
員
さ
ん
と
手
作

り
で
企
画
す
る
楽
し
い
ま
つ
り
で
す
。

毎
年
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
度
は
ご

参
加
下
さ
い
。

　

徳
之
島
診
療
所
は
、
来
年
創
立
60
周

年
を
迎
え
ま
す
。
今
新
し
い
診
療
所
へ

と
新
築
移
転
の
工
事
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。「
地
域
に
寄
り
添
う
結
い
の
診
療

所
」
と
し
て
皆
様
の
、
地
域
ま
る
ご
と

健
康
づ
く
り
を
使
命
と
し
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

新
築
移
転
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

地
域
支
援
部　

伊　

加
代
子

　

老
健
せ
と
う
ち
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
「
老
健
モ

ル
ッ
ク
班
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
に

結
成
さ
れ
た
班
で
し
た
が
、
私
た
ち
の
加
盟

す
る
民
医
連
の
モ
ル
ッ
ク
全
国
大
会
が
10
月

に
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
9
月
か
ら

本
格
的
に
班
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

不
慣
れ
な
モ
ル
ッ
ク
で
し
た
が
、
大
会
前

に
は
か
な
り
上
達
し
、
予
選
大
会
（
鹿
児

島
）
に
挑
み
ま
し
た
。
結
果
は
敗
退
と
な
り

ま
し
た
が
、
良
い
経
験
と
な
り
、
モ
ル
ッ
ク

の
楽
し
さ
も
広
が
り
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に

班
会
を
開
始
し
て
い
き
ま
す
。
職
員
以
外
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
楽
し
い
で
す
よ
～
。

地
域
支
援
部　

嘉
野
善
一
郎

集
ま
ろ
う
！ 

月
間
! ! 

徳
之
島
診
療
所
＆
在
宅
事
業
所

徳
之
島
町
ど
ん
ど
ん
祭
り
パ
レ
ー
ド
参
加　

モ
ル
ッ
ク
っ
て
知
っ
て
る
？

は
げ
ー 

む
ー
る
楽
し
い
ち
ば
！

　
　

老
健
モ
ル
ッ
ク
班
全
国
挑
戦
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お元気ですかの感想・ご意見、皆さんの近況など募集しています。医療生協本部までお寄せ下さい。 ☎ 0997-52-0585

　

10
月
16
日（
水
）
中
央
奄
美
支
部

リ
ッ
チ
班
で
は
、
介
護
ウ
ェ
ー
ブ
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
「
介
護
学
習
会
」
を

10
月
班
会
で
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、

班
員
の
私
用
や
体
調
不
良
も
あ
り
、
5

名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
身
近
な

制
度
で
も
あ
る
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

あ
ま
み
の
久
保
看
護
師
が
行
い
、
こ
れ

ま
で
の
介
護
ウ
ェ
ー
ブ
の
取
り
組
み
の

紹
介
や
介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
利

用
の
仕
方
、
検
討
さ
れ
て
い
る
制
度
改

悪
の
内
容
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
い

資
料
を
も
と
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
組

合
員
さ
ん
か
ら
は
、「
改
定
さ
れ
た
保

険
料
が
、
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た

頃
に
比
べ
2
倍
以
上
に
な
っ
た
事
に
驚

い
た
」、「
介
護
職
員
不
足
に
将
来
の
不

安
を
感
じ
る
」、「
改
悪
に
よ
り
安
心
し

て
介
護
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
」
さ
ら

に
、
講
義
資
料
に
あ
っ
た
、
日
本
の

防
衛
費
予
算
の
増
額
に
つ
い
て
、「
介

護
を
含
む
社

会
保
障
に
つ

か
っ
た
方

が
、
命
を
守

る
こ
と
に
な

る
」
な
ど
切

実
な
声
が
聞

か
れ
、
と
て

も
有
意
義
な

学
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

地
域
支
援
部

山
下　
俊
和

　
　
　
　
　
　

10
月
21
日（
月
）
奄
美

　
　
　
　
　

医
療
生
活
協
同
組
合
創
立

　
　
　
　
　

70
周
年
記
念
理
事
長
杯
囲

碁
大
会
が
生
協
会
館
3
階
「
ゆ
ら
お
う

家
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
奄
美
市
、
龍
郷
町
よ
り
17
名
が
出

場
。
同
大
会
に
は
4
～
8
段
の
つ
わ
も

の
が
集
い
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
競
い
ま

し
た
。
優
勝
の
国
分
邦
一
氏
（
龍
郷
町

8
段
）
は
「
今
ま
で
3
位
入
賞
は
あ
っ

た
が
優
勝
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は

な
く
、
今
回
初
め
て
優
勝
で
き
て
嬉
し

い
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
月
間
中
の
取
り
組
み
と
し
て
加

入
・
増
資
の
成
果
に
も
繋
が
り
ま
し

た
。
奄
美
医
療
生
協
で
は
愛
好
者
で

「
囲
碁
班
」
を
作
り
、
生
協
会
館
3
階

に
お
い
て
毎
月
第
3
月
曜
日
午
前
9
時

か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方

で
も
興
味
の
あ
る
方
は
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加

者
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
‼

地
域
支
援
部　

福
田　
雄
樹

優　

勝　
　

国
分　

邦
一 

氏
（
8
段
）

準
優
勝　
　

酒
本　

忠
幸 

氏
（
7
段
）

3　

位　
　

平　
　

克
英 

氏
（
6
段
）

介
護
ウ
ェ
ー
ブ
２
０
２
４ 

ス
タ
ー
ト

中
央
奄
美
支
部
で
学
習
会
開
催

ハ
ゲ
～
年
金
だ
け
で
は
安
心
し
て
介
護
は
受
け
ら
れ
な
い
！

奄美医療生活協同組合創立 70周年記念
理事長杯囲碁大会開催

左から
酒本 氏 ・ 国分 氏 ・ 平 氏

決勝の大一番
酒本 氏 　　　国分 氏
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理
事
会
だ
よ
り

第
5
回
法
人
理
事
会
が
開
催
さ
れ
次
の
事

項
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
、
通
知
事
項

　

⑴ 

組
織
・
社
保
活
動
報
告

　

⑵ 

2024
年
8
月
の
経
営
報
告

２
、
報
告
承
認
事
項

　

⑴ 

第
47
期
第
4
回
理
事
会
議
事
録
の

　
　

 

承
認

　

⑵ 

第
47
期
第
6
、
7
回
常
務
理
事
会

　
　

 

報
告

　

⑶ 

2024
年
度
教
育
学
習
月
間
ま
と
め

　

⑷ 

徳
之
島
診
療
所
建
設
関
係
の
進
捗

　
　

 

状
況

　

⑸ 

第
47
期
上
期
理
事
監
事
研
修
会
ま

　
　

 

と
め

３
、
協
議
議
決
事
項

　

⑴ 

2024
年
秋
の
生
協
強
化
月
間
の
取
り

　
　

 

組
み
に
つ
い
て

　

⑵ 

70
周
年
記
念
「
お
元
気
で
す
か
」

　
　

 

初
校
に
つ
い
て

　

⑶ 

規
則
規
定
の
変
更
に
つ
い
て

　

⑷ 

医
療
福
祉
生
協
に
お
け
る
組
合
員

　
　

 

参
加
の
あ
り
方
提
言
学
習
用
動
画

　
　

 

視
聴

４
、
そ
の
他
の
事
項

　

① 

2024
年
10
月
～

2024
年
12
月
の
日
程
案

　

10
月
31
日（
木
）
午
前
10
時
過
ぎ
、

本
部
中
央
階
段
を
駆
け
上
が
っ
て
く
る

小
さ
な
あ
や
し
い
足
音
が
聞
こ
え
て
き

た
。
今
年
も
、
か
わ
い
い
オ
バ
ケ
た
ち

が
や
っ
て
き
た
。
王
子
様
、
お
姫
様
、

子
ど
も
恐
竜
、
ド
ラ
え
も
ん
の
弟
、
か

ぼ
ち
ゃ
の
妖
精
・
・
等
々
11
名
の
オ
バ

ケ
た
ち
！
な
に
や
ら
お
菓
子
を
も
ら
い

に
来
た
ら
し
い
。
本
部
で
は
、
準
備
し

て
い
た
お
菓
子
を
、
要
求
ど
お
り
一
人

ひ
と
り
に
手
渡
し
た
。
と
て
も
喜
ん

で
、
悪
さ
を
す
る
オ
バ
ケ
は
い
な
か
っ

た
。
そ
の
後
は
、
奄
美
中
央
病
院
に
も

行
く
ら
し
い
。
忙
し
い
オ
バ
ケ
た
ち

だ
。

　
　
　

毎
年
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
癒

　
　

や
し
の
時
間
で
あ
る
。
ハ
ロ
ウ
ィ

　
　

ン
は
、
事
務
所
に
訪
問
し
て
く
れ

る
の
で
触
れ
合
う
こ
と
が
出
来
、
子
ど

も
た
ち
の
声
は
私
た
ち
を
元
気
に
さ
せ

て
く
れ
る
。
将
来
こ
の
子
ど
も
た
ち

が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
で
平
和

な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
な
い
と
い
け

な
い
。
そ
し
て
奄
美
医
療
生
協
で
、
こ

の
子
た
ち
の
働
く
姿
を
見
ら
れ
た
ら
い

い
な
あ
と
思
う
。

　

10
月
15
日（
火
）
上
方
支
部
あ
じ
さ

い
班
で
、
奄
美
中
央
病
院
で
初
期
研
修

中
の
江
原
綾
音
研
修
医
（
鹿
児
島
生
協

病
院
）
に
よ
る
医
医
療
講
話
が
、
組
合

員
5
名
、

職
員
2
名

の
参
加
で

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

テ
ー
マ

は
「
高
血

圧
に
つ
い

て
」、
病
気

の
原
因
、

治
療
、
注

意
す
べ
き

点
、
日
常

で
気
を
つ

け
る
内
容

等
、
と
て
も
分
か
り
や
す
い
ス
ラ
イ
ド
を

使
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
話
後
、
健
康
相
談
や
江
原
研
修
医
の

趣
味
が
楽
器
演
奏
と
い
う
こ
と
で
、
音
楽

の
話
で
盛
り
上
が
り
、
班
長
さ
ん
の
ご
主

人
に
よ
る
自
家
栽
培
の
コ
ー
ヒ
ー
や
美
味

し
い
お
菓
子
、
果
物
を
頂
き
な
が
ら
懇
親

も
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
奄
美
中

央
病
院
の
後
は
、
徳
之
島
診
療
所
で
の
研

修
を
行
う
と
の
事
で
す
。
離
島
を
含
め
、

医
療
生
協
で
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

地
域
支
援
部　

石
井　
仁
久

今
年
も
出
没
！
か
わ
い
い
オ
バ
ケ
た
ち･･･

ひ
ま
わ
り
保
育
園
児
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

上
方
支
部

　

あ
じ
さ
い
班
で

　
　

医
療
講
話
班
会
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全
国
ス
ロ
ー
ガ
ン
は 

創
立
７
０
周
年
を
迎
え
ま
す 

④ 

奄
美
医
療
生
活
協
同
組
合
は
今
年 

徳
之
島
診
療
所
の
挑
戦 

 

医師確保は重点課 

訪
問
診
療
を
重
視
し
常
に
寄
り
添
う
医
療
・ 

地
域
の
た
め
に 

苦
難
を
乗
り
越
え
て 

医師・看護師 1名 

を乗り越えた３代所長今和 

医師確保、経営困難に追

い 

奄
美
医
療
生
協
は
、
３
つ
の
法
人
が
合
併 

し
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
合
併
先
と
な
っ 

た
の
が
徳
之
島
医
療
生
協
。
今
の
徳
之
島 

診
療
所
を
母
体
と
し
た
徳
之
島
医
療
生
協 

徳
之
島
診
療
所
が
新
た
な
展
開
を
始
め 

ま
し
た
。 

 

医
療
・
介
護 

で
し
た
。 

離
島
医
療
の
原
点
を
築
き
上
げ
た 

1965
年
に
奄
美
診
療
所
の
分
院
と
し
て 

亀
津
に
徳
之
島
診
療
所
が
創
設
さ
れ 

ま
し
た
。 

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
時
代
、 

住
民
の
切
実
な
要
望
を
受
け
開
設
！ 

事務 2名体制で開設 

保、友野誠雄理事長 

1980年完成 2 階建ての 
新診療所用の用地を確 

 屋から法人をこえて職員 

い込まれましたが合併前 
でありながら名瀬 古仁 

1968年伊仙町の協力で面縄 

が現地に入り支えました 

患
者
に
寄
り
添
う
医
療
を
守
り
抜
く 

に移転全島から患者さんが受 
診に訪れるようになった 

題として事務幹部 

は全国を走り回り 
ました 

研
修
医
が
診
療
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

徳
之
島
診
療
所
は
全
島
を
診
療
圏
と
し
て
展
開 

し
て
き
ま
し
た
。
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
方
へ
の 

介
護
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た 

住
民
の
命
を
守
る
こ
と
と
そ
の
砦
と
な
る
診
療 

所
を
守
る
こ
と
を
使
命
と
し
若
手
医
師
の
育
つ
、 

育
て
る
診
療
所
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
多
く
の 

要性を実証しました 

医師の立場で存続の危機 

泉先生 徳之島診療所の必 

11代所長の杉原先生この頃も 
学習会に取り組んでいました 

2025年新築移転 

年
目
を
迎 

福
祉
に
取 

今
年
で
59 

え
ま
す
。 

地
域
と
と
も
に 

り
組
ん
で 

地 理 的 な 離 島 は あ っ て も 　 人 の 生 命 に 離 島 が あ っ て は な ら な い

2024 年度 平和写真コンテスト
エントリー作品紹介

※紙面の都合で一部紹介します。選考は全作品対象です。

平和写真コンテスト10月末で締め切りました。
沢山のご応募ありがとうございました。コン
テストは、北大島区生協まつり（12 月 1 日）
にてシール投票を行います。投票数順位で決め
ますが、入賞は一人 1 作品とさせていただき
ます。まつり展示コーナーにて全応募作品をご
紹介いたします。お楽しみに。

雨に咲く花

新たにエントリーがあった作品

じぃじぃ～？

黄昏時
ゴッツン！ 痛て ?

らんらんラン

秋の暮

へご兄弟
次男　　長男

杪夏
誰もいない海

祭りの花形

じんべぇ～


